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（昭和33年9月10日第3 種郵便物認可） 
	

I部 9円 	 〔毎月2回・I日・15日発行〕 

一 広報 、 ‘ 	， 、 

③ご×よびわら 
発 行 所 

五所川原市役所 

478号 

昭和55年 9 月1日 

印刷 西 北 印 刷 

	

市 の 人 口 
	

男 25,588人 
	

世 帯 数 	14,493 

	

52,839人 
	

女 27,251人 
	

（昭和55年8月1日現在）住民基本台帳から 

「誇りと責任を持って」 
641人が成人に 

55年の市の「成人を祝う会」が8月17日、市民体育

館に272人の新成人が出席して行われ、社会人としての

門出を祝い合いました。 

市で今年成人を迎えたのは、昭和35年（1960年）に

生まれた641人（男337人、女304人）です。 

式典では、寺田市長が、 「社会人として第一歩を踏

みだされたみなさん方が、自分の生き方に誇りと責任 

を持って人生を歩まれるよう期待します」 とあいさつ、 

来賓の方が次々お祝いの言葉を述べました。 

これに対し、成人を代表し末広町の原真紀さんが、 

「自分の行動に責任を持ち、社会に貢献できるようが

んばります」 とお礼の言葉を述べました。 

（写真＝=8 月17日、市民体育館で） 

、 



豊
か
な
自
然

と
快
適
な
生
活

は
、
私
た
ち

み
ん
な
の
願

い
で

す
。
 

生
活
に
使
 

ー
 

わ
れ
た
水
ゃ
 

j

"
 

生
産
に
使
わ
 

3
'
 

れ
た
水
な
ど
、
 

汚
れ
た
水
を
 

処
理
し
て
き
れ
い
で

安
全

な
水
 

に
し
て
川
や
湖
沼
、

海
に

も
ど
 

ー
了で
，
」
にJ
 

九
月
十
日
は
 
「第
ニ
〇
回
全
国
下
水
道
促
進
デ

ー
」
 

・

「
・
・＋
…「

・・
 

す
の
が

下
水
道
で
す
。
 

下
水
道
が

で
き
る
と
、
台
所
 

や
風
呂
、

洗
濯
で

使
わ
れ

た
水
 

は
そ
の

ま
ま
地
下
の

下
水
管
に

流
せ

ま
す
し
、

水
洗
便
所
が

使
 

一
 
．一
．\
 

ま
す
。
 

川
や
湖

沼
は
、
本
来

の
清
涼
 

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

ド
ブ
が
な
く
な
り
、

カ
や

ハ

エ
の
発
生
し
な
い
き
れ
い

な
街

に
な
り
ま
す
。

低
地
帯

の
大
雨

に
よ
る
浸
水
被
害
も

な
く
な
り
 

噴
水
 

青
森
県

人
口

予
想

毒
 
輪
 

（
同
一
は
が

き
に
二
点
以
上
記

入
は
無
効

）
 

住
所
、

氏
名
、
職
業
、

年
齢

を
必
ず
記
入
す
る
こ

と
。
 

ロ
あ
て
先
 

郵
便
番
号

〇
三

〇
、
青
森
市
新
町

二
丁
目
二
、
 

東
奥
日
報

社
事
業
局
内
、

人
口

予
想
懸
賞

係
 

ロ
締
切
り
 

十
月
五

日
（
当
 

懸
賞
募

集
騒
 

の
場
合
は
、

上
位
一

点
と
す
る

〇
東
奥
日
報
紙
上
に

発
表

一
等

（
一
人
）
五
万
円
、

一
一

等
（
一
人

）
三
万
円
、
三
等

（
一

人
）
二
万
円
、

四
等
（
一
人

）
 

一
万
円
、

五
等
（
一
人

）
五
千

円
、
残
念
賞
（
二
十
人

）
二
千

円
。
 

（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年） 9 月1日（478号） ② 

第20回全国下水道促進デー 懸賞募集 

〇図画・ボスターの部 

・応募資格 小・中学生に限る。 	 業体、学校等で 

・大 き さ B 4~A 2 判以内、 	 とめて応募のこ 

ボスターには 「 9 	O作 文 の 部 

〇標 語 の 部 	 中学生】1,600一 

・応募資格 とくに制限なし。 	 2,000字以 

・応募方法 はがき 1枚に 2 編 	 ※原稿用紙は400三 

ただし、小・中学 

◇締切 り 10月20日（当日消印有効） 

◇送 り 先・東京都千代田区九段南 4-8--9 〒 102 
囲日本水道新聞社出版企画部 下水道促進デー懸賞募集係 

・東京都千代田区紀尾井町 3 番 6 号 秀和紀尾井町パークビル 

〒 102 社団法人 日本下水道協会総務部総務課 

◇発 表 昭和55年11月中旬の予定（日本下水道新聞紙上に発表） 

◇共催団体 日本下水道協会・日本水道新聞社 

月10日全国下水道 	 ・応募資格 小・中学生に限 

促進デー」 の文字 	 小学生：1,000一 

を入れること。 	 1,600字以 

以内（何枚でも可） 	 で、たて書のこ 

' 
生については、事

業体、学校等でま 

とめて」応募のこと。 

0作 文 の 部 

・応募資格 小・中学生に限る。 

小学生：1,000-
1,600字以内

中学生】1,600-
2,000字以内

※原稿用紙は400字詰

で、たて書のこと。 

昭
和
五

十
五
年

の
国
勢

調
査

を
実
施
す
る
に

当
た
り
、

青
森

県
の
人
口
予
想
懸
賞
募
集
を

行

っ
て
お
り
ま
す
。
 

ロ
応
募
方

法
 
官

製
は
が

き

に
、
昭
和
五
十
五

年
十

月
一
日

現
在
の
青

森
県
の
予
想
人

口
を

算
用
数
字
で

一
枚
に
つ
き

一
点

を
は
っ
き
り
記
入

す
る
こ

と
。
 

国
勢

調
査

の
結

果
は

7
・
 

日
消
印
有
効
）
 

な
い
施
設
で

す
。
 る

た
め
に

な

く
て

は
な
ら
 

ロ
当
選

発
表
等
 

o
本
年
十

二
月
末
日

ま
で

に
総
理
府
統
計

局
が
発
表

（
官
報
公
示
）
す
る

青
森
県
の
人
口
総
数
に

一
致
し

た
も

の
、
ま
た
は
最
も

近
い
も

の
か
ら
等
級
を
決
め
る
。
 
（
予
 

想
数
字
に
同
数
の

場
合
は

抽
選
）
 

O
同
一
人
が

二
点
以

上
入
賞
 

を
取
り
も
ど

し
、
海
は
き
れ
い

に
な
っ

て
魚
や
多

く
の
生

物
が

す
み
つ
き
、

自
然
環
境
が

守
ら

れ
ま
す
。
 

下
水
道
は
生
活
の
基
盤
を

支

え
、
生
き
生
 

'
I

・
二
叫
」
 

き
と
し
た
自
 

，《
一
 
然
を

回
復
す
 

内 
―般曹候補学生 

受験資格 56年 4 月 1日現在で18歳以 1:20歳未満のI請

校卒業（または見込み）の男了 

受 	付 8 月 1日～ 9 H ド旬 

試 	験 1次 101i 1:ij 

2 次 iOnド旬 

試験課目 国語・数学・社会・理科・英語・作文 

待 

され自衛官としての身分を保有し待遇され 

れます。 

その他 ●将来、幹部への道も大いに開かれていま 

'S 	 

詳しくは、青森地方連絡部 Ii所川原

募集事務所（か⑤23O5番）へお間い合

わせドさ、、。 



〇
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
 

時
ま
で
丸
友
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
 

、
ノタ

ー
 

ー
近
世
古

文
書
 

解
読
講
習
会

ー
 

ロ
と
き
 
九
月
十
四
日
（
日
）
 

午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館

ロ
定
員
 
五
十
人
。
 
（
定員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

ロ
テ
キ
ス
ト
代
 
五
百
円
。
 

（
申
し
込
み
と
同
時

に
納
入
の

こ
と
。）
 

ロ
申
込
み
先
 
市

教
育
委
員

会
・
社
会
教
育
課

（
廿
⑤
二
一
 

一
一
番
・
内
線
一
五

〇
番
）
 

/
 

「母
親
学
級
」
を
開
設
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ

い
。
 

ロ
と
き
 
九
月
十
日
（
水
）
 

ロ
テ
ー
マ
 
「
出
産
」
に

つ
い
て
 

ロ
と
き
 
九
月
二
十
四
日

（
水
）
 

ロ
テ
ー
マ
 
「
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
」
 
につ
い
 

ロ
受
付
時
間
 

い
ず
れ
も
午
後
零
時
四
十
五
 

分
か
ら
一
時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
保
健
所
 

当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
  

、
 

恩
給
法
及
び
戦
傷
病
（
没
）
者
 

髄
麟

が
一
 
部
改
正
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
次
の
日

程
で
「
移
動
保
健
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
 

お
気
軽
に
お
い
で
ド
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
九
月
十
八
H

（
木
）
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
藻
川
公
民
館
 

ロ
実
施
内
容
 

一
般
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
（
高

血
圧
者
に
心
電
図
ソ
、
衛
生
検
査
（
検

尿
、
血
液
型
、
血
色
素
）
、
水
質
検

査
、
総
合
健
康
診
断
 

「移動保健所」篇Fー、 

、 

一
 
普
通
恩
給
‘
普
通
扶
助
料
 

・
公
務
扶
助
料
等
・
障

害
年

金
・
遺
族
年
金
等

の
額
が
今

年
四
月
か
ら
三

・
八
〇
％
増

額
さ
れ
、
六
月
か
ら
さ
ら
に

増
額
さ
れ
ま
し
た
。
 

二
 
旧
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属

等
で
勤
務
に
関
連
し
て
負
傷
 

し
、
ま
た
は
疾
病
に
か
か

り
、
 

一
定
時
点
以
後
に
第
五
款
症

以
上
の
不
具
廃
疾
の
状
態
に

な
っ
た
方
（
爾
後
重
症
者
）
に

障
害
年
金
等
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

三
 
旧
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属

等
で
、
勤
務
に
関
連
し
て
負
 

さ
き
に
広
田
団
地
の
積
立
分

譲
住
宅
の
購
入
者
を
募
集
し
ま

し
た
が
、
募
集
戸
数
に
満
た
な

か
っ
た
の
で
、
次
の
要
領
で
補

充
の
申
し
込
を
受
け
付
け
し
ま

す
。
 

△
 
受
付
す
る
積
立
区
分

五
十
五
年
度
募
集
、
二
年
、
 

三
年
積
立
 
 

傷
し
、
ま
た
は
疾
病
に
か
か

り
、
 一
定
期
間
内
に
、
他
に

疾
病
を
併
発
し
て
死
亡
し
た

方
の
遺
族
に
、
昭
和
五
十
六

年
一
月
か
ら
遺
族
年
金
等
（
八

万
二
、
三
〇
〇
円
）
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

四
 
戦
没
者
等
の
妻
で
、
昭
和
 

五
十
四
年
の
遺
族
援
護
法
の

改
正
で
、
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
方
（
再

婚
解
消
妻
）
に
対
し
、
特
別

給
付
金
（
国
債
二
十
万
円

）
 

が
今
年
十
月
か
ら
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

五
 
戦
没
者
の
父
母
等
で
、
戦
 

△
 
受
付
け
及
び
締
切
り
 

先
着
順
で
募
集
戸
数
に
な
り
 

次
第
締
切
り
と
し
ま
す
。
 

△
 
受
付
け
先
 
市
都
市
計
 

画
課
 

△
 
お
間
い
合
わ
せ
 

詳
細
に

つ
い
て
は
、
左
記
へ
 

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社

（
廿
〇
 
 

没
者
の
死
亡
後
に
、
他
の
子

や
孫
が
、
氏
を
改
め
て
婚
姻

し
た
こ
と
等
に
よ
り
戦
没
者

の
戸
籍
抹
消
時
点
で
、
他
に

氏
を
同
じ
く
す
る
子
や
孫
が

い
な
い
方
で
特
別
給
付
金
を

受
け
て
い
な
い

場
合
、
今
年

十
月
か
ら
特
別
給
付
金
（
国
 

債
十
万
円
）
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

以
L
は
、
昭
和
五
十
五
年
で

改
正
さ
れ
た
主
な
事
項
で
す
が
、
 

詳
し

い
こ
と
は
市

・
市
民
課
ま

た
は
、
県
障
害
福
祉
課

へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

一
七
七
⑩
一

六
二
五
番
）
 

市
都
市
計
画
課

（
廿
⑤
二

一
 

一
番
・
内
線
二
三
二
番
）
 

ー
街
頭
献
血
の
 

ご
案
内
ー
 

移
動
採
血
車
「
青

い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ

い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

九
月
十
八
日

（
木
）
 
o
午

前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

五
所
川
原
保
健
所
前
 

ロ
講
師
 
貝
森
格
正
氏
（
県

文
化
財
保
護
協
会
常
任
理
事
）
、
 

福
井
雄
三
氏

（
同
）
、
豊
島
勝

蔵
氏
（
北
奥
文

化
研
究
会
副
会

長
）
 

ー
善
意
銀
行
 

預
託
者

ー
 

▽
阿
部
昭
三
氏

（原
子
）
が

故
厳
夫
氏
の
香
典

返
し
と
し
て

五
万
円

▽
な
か
よ
し
会
と
仲
間

た
ち

（
代
表
「
岩
木
町
寺
内
雄

一
さ
ん
ほ
か
）
が
フ
ォ
ー
ク

・

ロ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
 

ー
ト
の
募
金
一
万
九
千
五
百
四

十
七
円

▽
 
「中
三
」
 
デパ
ー
ト

囲
会
社
（
本
町
）
が

衣
類
百
四

十
点
を
そ
れ
ぞ
れ
預
託
し
ま
し

た
。
 

③ （第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年） 9 月1日（478号） 

赫
『
“

入
者
の
補
充受
付
 

住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
 



塚
 

10月 6日～I0月17日 

総合（月～金）後 9 】40j，にて I 

再放送 	後 1 】 05 

有書環埋・物件 

142件（4:9%) 

、 

（第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年） 9 月1日（478号） ④ 

昭
和

5
6年
歌
会
始
 

お
題
は
「

音
」
 

一
 
昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
の

お
題
 

「音
」
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
 

（
注
）
お
と
の
ほ
か

に
お
ん
、
 

ね
、
響
き
な
ど
と
詠
ん
で

も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。
 

ニ
 
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
 

日
 
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌

で

一
人
一
首
と
し
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

口
演
芸
大
会
 

＠
と
き
 
九
月
十

四
日

（
日
）
午
前
九

時
三
十
分
か

ら
 

⑨
と
こ
ろ
 
市
民

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

ロ
募
集
種
目
 
民

謡
、
歌
謡
、
手
踊
り
、
 

舞
踊
、
余
興
 

ロ
応
募
資
格
 
五
所
川
原
郵

便
局
・
簡
易
保
険
加
入
者
 

ロ
募
集
締
切
り
 
九
月
三
日

口
応
募
先
 
五
所
川
原
郵
便

局
・
貯
金
保
険
課
長

（
廿④
三

二
〇
三
番
・
④
七
二

一
〇
番
）
 

ロ
応
募
方
法
 
官
製
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
男
女

別
、
電
話
番
号
、
出
演
者
名
、
 

演
題
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
 

口
 
用
紙
は
、
半
紙

（
習
字

用
の
半
紙

（
白
紙
）
が
よ

い
。）
と
し
、
毛
筆
で
自
書

し
て
下
さ
い
。
 

日
 
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ

折
り
に
し
、
開
い
て
右
半

面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ

き
）
、生
年
月
日
及
び
職
業
 

下
さ
い
。
 

出
演
者
に
は
、
九
月
五
日
付

け
で
本
人
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
応
募
先

へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

主
催
 
五
所
川
原
郵
便
局
・

簡
易
保
険
払
込
団
体
連
合
会
 

（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
 

を
書
い
て
下
さ
い
。
 

詠
進
の
期
間
 

本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月

十
一
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の

場
合
は
、
消
印
が
十
月
十
一

日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し

ま
す
。
 

九
月
は
次
の
日
程
で
開
設
さ
 

れ
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
九
月
十
日
（
水
）
、
 

二
十
四
日

（
水
）
午
前
十
時
か
 

ら
午
後
二
時
三
十
分

ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
と
も
に
市
中
央
 

公
民
館
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

市

・
市
民
相
談
室
 

乳
幼
児
の
健
診
 

日
程
が

変

更
 

八
月
十
五
日
発
行
の
市
広
報
 
 

四
 
郵
便
の
あ
て
先
 

「〒
期
東
京
都
千
代
田
区
千

代
田
一
番
一
号
 
宮
内
庁

」
 

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
下
さ
い
。
詠
進

歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 

で
お
知
ら
せ
し
た
乳
幼
児
の
健

康
診
査
の
う
ち
、
 一
歳
六
カ
月

児
の
日
程
が
九
月
三
十
日
で
し

た
が
、
都
合
に
よ
っ

て
九
月
一
一

十
四
日
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
 

内
職
の
 

F
希
望
者
を

募
る

ー
 

県
内
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
手

編

（
棒
針
）
内
職
の
希
望
者
を

求
め
で
い
ま
す
。
 

ロ
内
職
の
職
種
 
子
供

（
四

歳
ー
六
歳
）
用
セ
ー
タ
ー
編
み

ロ
資
格
 
問
い
ま
せ
ん
。
（
家

族
の
も
の
を
編
め
る
程
度
の
技

術
を
持
っ
て
い
る
方
を
希
望
し

ま
す
。）
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 

五
所
川
原
職
業
安
定
協
会
（
。
 

⑤
二
五
七
〇
番

・
④
五
七
六
六

番
）
佐
々
木
 

元

周
 

出演者を募集 

鶴
素

人
演
芸
大
会
 

慧
移
動
・
巡
回
相
談
所
 

0 

0 

地域での非行防止 

最近、地域での少年非行の抑止力が弱まってきています。このため、非行

防止に対する皆さんの熱意が必要です。 

○他人の子どもでも 「愛の一声」をかけて指導しましょう。 

0子ども会などの団体活動、地域でのスポーツ活動、レクリエーション活動 

に積極的に参加させましょう。 

○少年に有害な環境を与えるものについては、皆さんの力で排除しましょう 

0 「自分は悪い子だ」 と思っている少年ほど非行に走りやすいものです。周

囲で励ましてやりましょう。 

〇少年は、周囲の世の中に合わせて成長していきます。その過程で、知らず

知らずのうちに非行的な考え方が植え付けられます。非行を正当化するよ

うな言動については、十分注意しましょう。 
青森県警察本部防犯部 
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完

納
表

彰
式
 

＠
と
 
き
 

昭
和
五
十

五
年
九

月
五

日
午
後
一
時
 

＠
と
こ

ろ
 
市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
 

△
式
典
終
了
後
民
謡
、
歌
謡
シ
ョ

ー
を
行
な
い
ま

す
の
で
多
数
ご
観
覧
下
さ
る
よ
う
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

表
彰
年
の
該
当

者
掲
載
 

昭
和
五
十

四
年
度
の
市
税
納
期
内
完
納
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
表
彰
該
当
年
の
氏
名
だ

け
掲
載
し
納
期
内
完
納
表
彰
年
に
あ
た
ら
な
い
方
は
掲
載
し
ま

せ
ん
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ

い
。
 

ま
た
納
税

者
の
住
所
変
更
等
で
氏
名
、
表
彰
年
数
等
に

違
い

が
見
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
の
で
市
収
納
課

（
呑
⑤
二
一

一
一
番
 

・

内
線

二
〇
二

・
二
〇
三
番
）

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

◇
納
期
内
完
納
表
彰
者
数
 

五
年
表
彰
者
 
一
一

七
四
人

十
年
表
彰
者
 
一

七
四
人

十
五
年
表
彰
者
 

一
四
二
人

一
一
十年
表
彰
者
 

一
一一
一
一
人

二
十
五
年
表
彰
者
 

五
六
人

法
人
表
彰
者
 

一
一〇
法
人
 

合
計
 
八
ヒ
八
人
 

昭
和
五
十
四

年
度
 

！
 
、
●
 
【
 

！ノ
！
一
 

百
 三
十

三
人
 

市
税
納
期
内
完
納
者
 

清

一
 

要
一
 

鎌 

谷 

町 

@
 
2
0
 年
 

工
藤
 
徳
治
 

⑥
 
1
0
 年
 

沢
田
長
吉
郎
 
伊
藤
 
義
美
 

⑥
 
5
 
年
 

加
藤
百
合
子
 
工
藤
 
と
く
 

佐
々
木
偉
三

佐
々
木
善
太
郎
 

鳥
 

森
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年惣年
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五
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区
 

   

 

幾 
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S 0 0 0 
小高 相斎大 木 小

谷5馬藤村10村15島25 
直 

貞敏年弘精太年武年ト年
作秋 志一郎 市 シ 

成 
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寅 
光 
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島 利年秀貞年政年典年 	タ年三年武タ年 ’i而 
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艮 S田川 I0 巧藤20 てlT 良 5谷10田々野 

讐声壁篇年嘉喫年郵幸撚 

秀
美

直

一
 

松
江
和
三
郎

小
野
寺
栄
子
 

町 
中 松神工
村 本 藤 

万 
米 英四林
一 司郎作 



0 0 0 
高秋 江 錦 

10満庭15良20 
勇 

年や太年俊年 
東郎 夫 

新 
谷 

雄 
蔵 

⑥
 
2
0
 年
 

木
村
い
ね
こ
 
新
岡

末
太
郎
 

⑥
 

1
5
 年
 

小
田
桐
政
道
 
片
岡
 
敬
章
 

⑨
 
1
0
 年
 

山
崎
 
光
尚
 

一
戸
 
清
成
 

菊
地
粕
四
郎
 

⑥
 
5
 
年
 

瓜
田
 
栄
蔵
 
大
村

ミ
ツ
エ
 

浅
川
 
巽
 
長
沼
鉄

太
郎
 

長
尾
 
フ
ミ
 

0 ⑥ 
中 三藤成外木角 鶴

平 上元田崎村田 5 谷20 

井穫露豊夢夢 
町 町

 
町
 松長成工鰐 

橋谷田藤田 
川仙 

正和太昭茂 
昭夫郎市雄 

⑥
 
5
 
年
 

小
野
 
繁
一
 
尾
崎
 

忠

川
村
 
謙
治
 
橋
元
 
イ
ク

工
藤
長
九
郎
 

長

橋
橋

元
 

0 0 
成木岡 橋 
田村元 5 本10 

勇喜真年守年 ツ 
市助人 美 

森清小 吉 
谷 

水笠 岡 
原 

隆久 武 
保子美 則 
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横中関沢兼 福土木 宮力口吉 佐 田 工 増 

	

岡村 田平 士岐村 越藤 岡 々 	藤 田 
栄 	 岩 木 

讐存議難奏示き粛曹 稔 麗 

増
田
 
福
蔵
 

⑥ oo 
蓮 対 成 葛

馬 5 田15西20 

年繁年貞年
弘 則 夫 

沼 一 
白 
田 

光 
博 

⑨ ⑥ ⑥  一 	⑥ ⑥ ⑧ ⑥ ‘ 一 	⑥ ⑥ ⑥ ⑨  ― 

小 鈴 高 弥 村葛 奈斎 対 寺高 柳 蒔郭芦 佐 山 大 フt 
林 5 木10橋20 	田西 5 良藤10馬15田橋20 	田 田5 藤10田巧出20 

成み年喜年芳年昭年
操I采亘 丈 裕 義 

成佐小 外 
田藤田 崎 

桐 
満正キ 八 
男雄工 重 

湊
 
団
 
地
 

⑥
 
5
 
年
 

三
上
為

一
郎
 
木
村
 

縫
 

横
山
 
金
弥
 
長
谷
部
照
明
 

松
島
町

ー
丁
目
 

町
 

“ー 	岡 	 ふ 
久年義年な年 生 

岡 
清恒年保末年る年 良年 

輝 人 ん 	秀悦 男彦 乗 操治

一 町 
安
田
 
専
治
 

平
山
 
米
作
 

町 
森鳴 村成
海 上田

市 
逸誠 太
造一 弘郎 

対
馬
左
都
夫
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木 
年養年

栄 吉 

神 村 
上 

ナ 糸屯 

田 平⑥木⑥堀⑥平⑥ 新 三田金⑥奥⑨鹿⑥ 末 原⑥g⑥ 
山 5 村10内15山2『 橋辺沢5 瀬10内15 	5 崎25 
文 丑 	国 	 『十 
三年太年龍年太年 信一人年準年丑年」ム …年せ年 
郎 郎 吉 良~ 子美士 蔵 蔵 

町 	 神 町 山福佐 渡 町 

谷沢藤 辺 
士 
口 

太 フ正 鉄 
郎 ョ光弘 雄 

0 
新 宮藤原野坂木鎌

本林 呂本村田 5 

宮 
定 

幸信五常光正政年
隆治郎雄紀美義 

町 福平野中榊鎌
士川上村 田

和亮兼正忠明
彦司芳良義徳 

下
平
井
町
 

⑥
 
2
0
 年
 

伊
藤
 
正
彦
 

⑥
 
1
0
 年
 

菊
地
 
ク
ニ
 
佐
藤
 
栄
八
 

藤
田
小
四
郎
 
吉
田
 
義
幸
 

⑥
 
5
 
年
 

工
藤
 
良
孝
 
渋
谷
 
晃
一
 

新
宮
岡
田
 

【
 

，
 

寺 原水平高佐川⑥山渋大⑥工尾ノト⑥

裕口果橋条村 5撃谷谷10費鶏巧 
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町 
堀
内
 
敏
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平
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松
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町
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1
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大
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野
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弥
太
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⑥
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⑥
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